
2017～2018年度 No.1

　第 　 1 　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

  ○  L 中嶋　文夫　委員長 ○  L 高橋　美恵子 副委員長 ○  L 元田　秀治　副委員長

　○  L 川口　学  副委員長  Ｌ 福田　守弘 アドバイザー ○  L 杉田　昇 　　　委員

○  L 江森　陽子　  委員 ○  L 小笠原　耕司　委員 ○  L 新淵　伸也　  委員

○  L 和﨑　健治　　委員  L 七戸　敦　　　  委員 ○  L 相野谷　信之 委員

 L　島崎　政虎　 委員 ○  L 市原　昇毅　   委員 ○  L 清水　健二　  委員

 L　関　飛唯一　 委員  L 中村　久文　   委員 ○  L　杉谷　洋二　　委員

○ 山本 憲一　キャビネット副幹事
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作　成　者

次　　　第

議　　　題

　Ｌ杉谷　洋二

　２０１７年　　　月　　　　日　　　　曜日　　　　　　時　　　分　～　　　時　　　分次回開催日時
　　　　　　場所

未定

①名簿　

②2017～2018年度　330ーＡ地区　ガバナー諮問事項

委員長挨拶　中嶋委員長

たくさんの方にお集まり頂きありがとうございます。

1年間活発な討議をお願い致します。

委員会は月曜日に開催致します。

自己紹介

議事録作成者　Ｌ杉谷　洋二

報告事項　第100回　国際大会について

協議事項　2017年～2018年度　中長期ビジョン委員会　ガバナー諮問事項について

審議経過事項の概要

資料確認

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　杉田　昇

開会挨拶　副委員長　Ｌ川口　学

委員長挨拶

　２０１7年７月10日月曜日　　　　　　　１７時００分　～　１８時００分

炙谷

　出席オブザーバー

中長期ビジョン委員会

 L中嶋　文夫

出席者
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2.ライオンズクラブ100年目をむかえ、どの様な地区の運営をしていくのか？

　守らなくてはいけない事と改革しなくてはならない事を吟味していく

6

思いますので、次回も皆さんとお会いできることを楽しみにしています。

実感致しました。そのためには、多数の方の意見や討議が必要になってくると

　でき、会員増強に繋げる。

主な意見

①中長期的な会員増強の必要性

議事録作成杉谷より

中長期ビジョン委員会での取組は、今後のライオンズの繁栄に必須なことだと

・過去の取組内容を保管、アピールすることにより、会員増強を図る。

③中長期の概念（3年、5年、10年等）目標をどこに定めるか。

・ＪＣ等他の団体と協同事業の運営。

②東京オリンピックに向けて具体案を討議していく。

1.当該年度の問題点を検証する

330-Ａ地区は細川ガバナーが就任したこと及びライオンズ設立100周年を迎え、

　ライオンズ会員以外とのイベント協同運営により、ライオンズのことを周知することが

討議、検討して行くこととなり、具体的な案は次回の委員会にて示されることとなった。

議　　　題

・ゾーン単位でのイベント企画。

中長期ビジョンついて自由討論

3.東京オリンピック開催にあたりオリンピック・パラリンピック委員会と連携して

出席者全員が諮問事項の全項目に理解を示し、1年間、諮問事項の内容を中心に

　ライオンズクラブとしての構想と創造を開催まで検討していく

協議事項

委員長より、2017年～2018年度　330－Ａ地区　ガバナー諮問事項について説明。

中期・長期のビジョンを策定して地区の運営を創造する

報告事項

委員長より第100回　国際大会（国際協会創立100周年記念大会）の報告。

諮問事項内容

審議経過事項の概要

No.2

中長期ビジョン委員会としての役割の重要性の趣旨説明をされた。


